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関係を把握することが前提となる。第二部(第 3、 4、 5 章)では、すでに存在する事物を経験する
という経験論から脱却し、経験によって事物を構成するというテ、ューイの経験論を展開する。第
三部(第 6 章)では、テ、ューイ教育思想と科学におけるアプリオリズムの問題を慶岡と森による経
験主義教育論争を通してより具体的に考察していく。
各章は次のような内容になっている。
第 1 章では、新実在論との比較を通してデ、ューイ理論における哲学、科学、形而上学の関係を
考察する。新実在論者は科学を前提に哲学を捉える。すなわち、科学が明らかにした法則や事実
を、科学の範囲を超えて適用させることが哲学の役割と考える。これに対してデ、ューイは、科学
を重要視しつつも、科学を批評する哲学の役割を重要視する。新実在論に見られるのは科学信仰
とでも呼ぶことの出来る科学に対する無条件の信頼である。 20 世紀初頭のアメリカ教育において
見られるのは、デ、ューイの教育思想、ではなく、新実在論を理論的な背景とした教育理論である。
第 2 章では、デ、ューイ教育思想、の前提であるデューイの世界観を考察する。デューイは世界を
安定性と不安定性の入り混じったものとして捉える。科学的な法則が可能になるだけの安定性と
科学的法則が問い直されるだけの不安定性をもったものとして世界を捉える。そして、不安定な
ものを安定したものへと変化させるところに世界や教育に対する確信が生じることを論じている。
第 3 章では、ロック経験論との比較でデューイの経験論を論じている。ロックは粒子からなる
事物を前提とする。その結果、物・観念・心からなる構図が成立する。そして、経験とは物と心
を結びつけるものとして位置づけられる。これに対して、デ、ューイは事物が経験によって構成さ
れると説明する。事物が経験によって構成されるとすれば、事物と心という二元論的な枠組みは
成立しない。むしろ、事物と心とを含む全体が経験であるとデ、ューイは説明する。
第 4 章では、デ、ユルケムの理論との比較においてデューイの教育思想、を考察する。デュルケム
とデ、ューイは、コミュニティの再構築という共通の課題を抱える。だが、両者は異なる模写説批
判のもとに再構築を構想する。模写説の理論的枠組みを維持するデ、ユルケムに対して、デ、ューイ
は枠組みそのものを放棄する。そして、事物は経験によって構成されるとデューイは説明する。
だが、経験によって事物が構成されるとすれば、「どのようにして事物の同一性を確保することが
できるのか」とデュルケム批判する。しかし、デ、ユルケムはデ、ューイの経験が他人と共有される
ものであることを見逃している。すなわち、デ、ューイは経験を共有することによって事物の同一
性を確保し、コミュニティの再構築を展開しようとするのである。
第 5 章では、デ、ューイ教育論における歴史と科学の関係を論じている。アメリカの歴史学は科
学的史学から「新しい史学」へと展開する。科学的史学は、アプリオリな科学観に基づいている。
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すなわち、科学と同様に歴史的事実があらかじめ存在すると主張し、歴史的事実を発見すること
が歴史の目的であると主張する。これに対して「新しい史学」は、科学的史学が根拠とする科学
観を否定する。この点において「新しい史学」とデ、ューイの理論とは共通点を示すことになる。
だが、デ、ューイにとってより重要なことは科学と歴史との相補的な関係にある。特に、科学に対
する歴史の果たす役割が重要になる。すなわち、科学が人間の歴史的所産であることを明らかに
することが、歴史の果たすべき役割であり、このとき教育的な意味をもつことになると説明する。
第 6 章では、戦後初期に行われた虞岡と森による経験主義教育論争を考察する。贋岡はアプリ
オリな科学観に基づいた経験主義教育を前提に、アプリオリな科学観に基づくことのない森の経
験主義教育を批判する。このとき森が重視する生活経験は慶岡の理論においては心に観念として
あらわれることになる。したがって、ここから生じてくるのが、森の経験主義教育が「心理的J r観
念的J r主観的」といった批判である。また、「はいまわる経験主義」といった批判も生じてくる
ことになる。だが、このような批判はあくまで慶岡の理論を前提になされているに過ぎない。だ
とすれば、森の経験主義教育から「はいまわる経験主義」といった批判が果たして生じてくるの
か、が今後の課題として残されていることになる。そして、この点においてデューイの教育思想
は現在でも重要な意義を持っていると言うことが出来る。
〈論文審査の結果の要旨〉
デ、ューイ教育学の研究は、戦後のわが国の教育学、とりわけ教育哲学研究において不動の地位
を占めてきた。デ、ューイに関する専門研究は、毎年確実に量産されている。また、テ、ューイに関
する専門学会までが存在している。このようなデューイ熱は、わが国に固有なものであり、ヨー
ロッパはもとより、北米にも類を見ない。このことは、一見すると、デューイ研究者にとって有
利なことに思われる。とはいえ、汗牛充棟とも言える、デューイに関する先行研究の蓄積は、若
手研究者にとって大きな重圧でもある。オリジナルな視点を持ち込むことが博士論文の課題であ
るならば、博士論文のテーマにデ、ューイを選ぶことは、かなりの覚悟と準備が必要である。
本論文は、デ、ューイの教育思想、を当時支配的であった科学観と対比させることで、その特質を
際立たせようとするユニークな試みである。この科学観の背景にあるのが、本論文が「アプリオ
リズム」と呼ぶ、客観的対象の存在を無条件の前提とする思想である。それに対して、テ、ューイ
は「経験が対象を構成する」という独自の視座を提供している。上述した科学観が現在において
も依然として支配的である以上、それに対するデ、ューイの批判はいまだにアクチュアリティーを
失っていない。とはいえ、このテーマに関する先行研究は少なく、包括的に論じたものとしては
教 34
本論文が嘱矢である。このテーマを選択した著者のセンスの良さがうかがわれる。
もっとも、本論文を際立たせているのは、直観的な思考の飛躍というよりは、むしろ一歩一歩
着実に進む象の歩みである。筆者は、テ、ューイと当時の科学観との対立を、新実在論との哲学的
論争、ロックやデ、ユルケムとの比較、歴史と科学の関係、そして最後には戦後経験主義教育にけ
る慶岡と森の論争といった様々な場面の背景に置き、入念に分析している。
文体が専門用語に満ちており、いささか晦渋な点、また議論が当時のアメリカ合衆国のコンテ
キストに限定されすぎた結果「アプリオリズ、ム」や「形市上学」に関する説明が狭いものになっ
ている点が惜しまれるが、「科学と経験」というアクチュアルなテーマの中にデューイ教育学を位
置づけ、従来ほとんど研究されてこなかった諸問題に新しい角度から照明を与えたことは評価に
値する。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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